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子育てサークルへの参加による子育て意識の変化
The effects of participation in child rearing groups 
on the change of mothers' sense of child rearing 
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本研究の目的は，子育てサークルに参加することで母親の子育て意識に変化があるのかどうかを捉え，子育てサークル
の効果について検討することであった。その際，母親の子育て意識を子育てに対する不安感等のネガテイヴな感情だけで
なくポジテイヴな感情や意識をも含めて扱った。 1年間の子育てサークルの開始時と終了時で， 2回の質問紙調査を行い，
母親の子育て意識を測定した。子育てサークルの開始時に比べて終了時では不安感が低くなっており，子育てサークルに
参加することで参加した母親の不安感が軽減されることが示された。さらに，自分自身の話し相手や仲間が欲しかったと
の参加理由の母親は，子育てサークルに参加することで負担感が低くなっていたこと，サークル活動への積極的な参加傾
向を示すほど，充実感が高くなっていたこと，子どものことに関して家庭で話すことが増えたと活動を評価した母親は，
親としての充実感が高くなっていたことなどの結果が得られた。これらの結果から，子育てサークルへの参加は，参加者
の子育て意識に肯定的な方向への変化を促す効果を持っていることが示唆された。
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問題と目的
近年，少子化，核家族化，近隣関係の希薄化等の社会
の変化に伴い，子育て期の親たちの育児不安や育児の孤
立化など育児困難な状況が取り上げられ，問題視される
ようになってきた。このような育児困難な状況は，就労
する母親だけでなく，在宅で子育てに専念する母親にも
大きいことや，子育てに対する不安感や負担感が増し，
母親の孤立化がより一層進んで、いることなどが指摘され
ている O また，父親の子育て参加や精神的支え，父母や
友人といった相談相手，近隣との付き合い，地域の子育
て支援サーピスや情報などの子育て環境が，母親の子育
て不安や育児ストレスと密接に関係していることが明ら
かにされてきている。
こうした状況を踏まえ，様々な子育て支援関連事業が，
すべての子育て家庭への支援へと拡充され取り組まれて
きている。その中でも，孤立化しつつある母親たちに子
育て仲間をつくり，子育て不安の軽減を図る方策のひと
つとして注目されてきたのが子育てサークルである O 地
域住民による主体的な子育て支援促進の具体的施策のひ
とつとして(少子化社会対策会議， 2004)，また，家庭
教育支援の観点からも(家庭教育支援における行政と子
育て支援団体との連携についての調査研究委員会， 2004)， 
子育てサークルの役割とその育成が重要視されてきてい
る。子育ての新たな支え合いとして地域に根ざした子育
てサークルに対する期待が大きくなってきたと言えるだ
ろう。このような流れを受け，自主的な子育てサークル
だけでなく，行政主導の子育てサークルづくりなどが進
められるようになってきている。さらに，実際の子育て
サークルの活動内容を紹介した書籍も多く出版され，活
動日や場所を知らせた情報紙が発行されたりするなど，
母親が子育てサークルへの関心を高め，活動に参加しや
すい状況をつくり出す試みも数多くなされるようになっ
てきている。
それとともに，子育てに関する各種の調査においても
子育てサークルに関する内容が取り上げられるようにな
り，多くの親子が子育てサークルに参加している実態が
明らかになってきている。例えば， 日本小児保健協会
(2001)の調査では，就学前の子どもをもっ母親の約15
%が子育てサークlレに参加していることが報告されてい
る。兵庫県・家庭問題研究所 (2003)の調査では，子育
てサークlレに参加している母親が約4割にものぼること
が示されている。原田 (2006)の調査では， 3歳児検診
の時点で4人に 1人以上の母親が子育てサークルに参加
したことがあると答えている。さらに，全国の子育てサー
クルを対象にした調査(子育てサークル研究会， 2001) 
や，関西地域の子育てサークルの実態を捉えることを目
的にした調査(原田・福井・服部， 2002)なども行われ
ているO
子育てサークルに参加することは，参加する親子にど
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のような効果をもたらしているのであろうか。参加した
母親に質問や面接を行い，子どもや母親自身にプラスの
効果があることを報告している研究は多い(苧坂・松原，
2001 ;子育てサークル研究会， 2001;八重樫， 2002a; 
佐藤， 2003;石川， 2005;吉本， 2004， 2005;東， 2008; 
小島， 2009)。これらの研究をまとめると，子育てサー
クルに参加することの効果として，子どもにとっては，
遊ぶ友達ができたり，社会性が育つといったことがあげ
られ，親にとっても，仲間づくりができたり，子育ての
情報交換や学習ができ，さらにそれらを通して，子育て
不安の軽減や親自身の成長につながることがあげられる
だろう O
では実際に，子育てサークルに参加することで親たち
の子育て不安や育児ストレスの軽減につながっているの
であろうか。参加者に直接質問した研究では，子育てサー
クルに参加した母親の多くが子育ての不安が軽減したと
答えている(鈴木， 2009)。しかし，兵庫県・家庭問題
研究所 (2003)では，子育てサークlレに参加している母
親は，参加していない母親に比べて，子育て不安が高い
ことが報告されており，原田 (2006)の第一・二次調査
でも，子育てサークルへの参加と精神的ストレスとの関
係は示されておらず，第三次調査では，子育てサークル
を利用している母親の方が強い育児負担感を抱いている
ことが示されている。阿部 (2007)においては，子育て
サークルへの参加の有無によって子育て不安に差は見ら
れていない。他方，子育てサークルに参加している母親
は，参加していない母親よりも，家庭の機能状態を良好
と捉え，子育てに対する肯定感も高いことを示した研究
もある(石川， 2005) 0 このように，子育てサークルに
参加することと子育て不安などの母親の心理的な面との
関係は，必ずしも明確には示されていない。
また，サークル活動の効果は，活動への関わり方など
によって異なることも示唆されている。サークル活動へ
の関わり方を協同性志向と関係性志向という点から捉え
た結城 (2001)は，協同性志向が高いほどサークル加入
による自身のプラスの変化を感じ，サークル活動を肯定
的に評価する傾向があり 関係性志向が高いほどマイナ
スの変化を感じ，サークル活動を否定的に評価する傾向
があったとしている。子育て不安との関連でも，住田・
溝田 (2000)は，サークル活動の効果があったと評価し
ている母親は，そうでない母親に比べて不安が低いこと
を指摘しており，八重樫 (2002b)は，参加しているサー
クルが多いほど，また親しい友人がいたり参加の満足度
が高いほど，子育て不安が低くなっていることを報告し
ている O
以上のように，先行研究ではそれぞれの視点から子育
てサークルが参加者に及ぼす効果を検討し，サークルに
参加することが様々な効果をもたらしていることを示唆
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している。しかし，多くの研究は，参加した感想を事後
的に尋ねたり，参加者自身に活動についての評価を求め
たりすることでその効果を論じているにすぎず¥子育て
不安等の参加者の子育て意識そのものを扱った研究は少
ない。また，サークルへの参加と子育て不安等との関連
を検討した研究においても，単に参加の有無や参加の状
況との関連を検討しているにすぎず，サークlレへの参加
を通して子育て不安等の子育て意識の変化が実際にあっ
たのかどうかについては調べられていない。子育てサー
クルの効果を検討するためには 一定期間のサークル活
動の前後で，参加者の子育て意識を測定し，その変化を
より客観的に捉えた上で論じる必要があると考える O
また，子育てサークルの効果を検討する際には，子育
て不安等のネガテイヴな子育て感情の軽減として捉える
だけでなく，ポジティヴな感情の変化も含めて考えるべ
きであろう O 子育て意識に関する研究においても，ポジ
テイヴな側面を区別して捉えようとする試みもなされて
きている(浅川・鎌田・横川・古川， 1999;飛田， 2000; 
木村・西内・平野(小原)・高田， 2006)。そこで，本研
究では，母親の子育てに対する意識を，ネガテイヴな感
情のみでなく，ポジテイヴな感情や子育てを通して杜会
や他者に向けられる意識をも含めて検討する。
以上のことから，本研究では，ネガテイヴな感情だけ
でなくポジテイヴな側面をも含めて母親の子育て意識を
扱い，サークlレ活動に参加することで母親の子育て意識
に変化があるのかどうかを捉え，サークル活動の効果を
検討することを目的とした。さらに，子育てサークルへ
の参加目的や参加状況と子育て意識の変化に関連がある
かどうかについてもあわせて検討することとした。
ところで，子育てサークルとは，一般に，子育て中の
母親同土が相互に支えあうために話をしたり，子育てに
ついて学んだり，親子遊びをしたりといった活動をして
いるグループとされている。このようなサークルは自主
的なサークルを中心に広がっていったが，今日，その発
足のあり方や活動形態は様々なものがある(小木， 2004)。
現在では，親子で楽しむことを目的に何らかの行政支援
を受けて活動している子育てサークルが多いことから
(子育てサークル研究会， 2001;原田ら， 2002)，本研究
では，行政からある程度の場所の提供や資金援助を受け
ながら，参加者が自主的に運営している子育てサークlレ
を対象とすることとした。
方法
調査対象
兵庫県A市の子育てサークlレである「子育て学習室j
の平成17年度参加者を対象とした(全28の子育て学習室
のうち， 13の子育て学習室で調査を実施)。
なお， A市の子育て学習室とは，子育て支援事業のー
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っとして幼稚園区ごとに地域の親と子が共に育つ場とし
て設置している子育てサークルで， 1年ごとに市と委託
契約を結び，参加者が意見・アイデアを出し合って活動
内容を企画し，自主運営で，月 1~2 回程度活動してい
るものであるO 活動内容は，ふれあい遊び等の親子遊び，
クリスマス会・人形劇等の親子参加活動，講演会やおや
つづくりなど多様である O 参加対象は，各幼稚園区に居
住する乳幼児とその親が中心で，各子育て学習室の規模
としては親子30組から90組程度である。活動場所は，各
地域の幼稚園の空き教室や園庭，地域の公的施設や公園
などを使用している。各学習室の代表者として運営委員
長をはじめとする運営スタッフを毎年選出しているO ま
た，運営や活動内容などの情報・意見交換，研修の場と
して年間6回の運営委員長会を市の主催で設けている。
調査時期
2回の調査を行った。第 1回目は，子育て学習室の平
成17年度開講式当日あるいは2回目の活動日 (2005年5
~6 月)，第 2 回目は，開講式当日あるいは開講式より
一つ前の活動日 (2006年 1~2 月)に実施した。
調査手続き
2回の調査とも，調査者が活動場所に出向いて調査の
趣旨説明を行った後，参加者に質問紙を配布し，その場
で記入してもらい回収，あるいは持ち帰ってもらい次の
活動日に回収した。なお活動場所に出向けない場合は，
運営委員長に事前に調査の趣旨を説明し，配布，回収を
依頼した。
調査内容
第l回目，第2回目ともに，参加者(母親)の子育て
意識(子育て感情，杜交的意識，杜会参加意識)に関す
る質問紙調査を無記名で実施した。なお， 2固ともに，
子どもの生年月日と性別を記入してもらい，それを用い
て， 1回目と 2回目の記入者の同定を行った。加えて，
第1回目では，子どもの人数，現在の住まいの居住年数，
家族形態，子育て学習室への参加経験，他の子育てサー
クルの参加経験，子どもを持つまでの育児経験，子育て
仲間の有無，家庭での子どもに関する話題の有無など母
親の属牲に閲して質問し，第2回目では，参加目的，参
加状況，活動後の評価など活動状況に関しての質問を行っ
た。
子育て意識に関する質問内容
本研究においては，子育て意識を，子育てしていく中
で生じる気持ちゃ感情といった子育て感情と，子育てと
関連して他者や杜会に向けられる意識(社交的意識及び
社会参加意識)とから捉えた。さらに子育て感情は，不
安，負担，孤立といったネガテイヴな感情と，子どもへ
の理解，親としての充実や親としての成長といったポジ
テイヴな感情の側面から捉えた。最終的に，子育て感情
に関する質問36項目，社交的意識に関する質問4項目，
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社会参加意識に関する質問4項目の合計44項目を，子育
て意識を測定する項目として用いた。回答方法としては，
「あてはまる(4点)Jrどちらかといえばあてはまる
(3点)Jrどちらかといえばあてはまらない (2点)J
「あてはまらない(1点)Jの4段階評定を用いた。
結果
活動前の子育て意識(第 1回調査の分析)
分析対象 第1回目調査の回答者434名のうち，回答
に大きな不備のある 4名を除いた430名を第 1回調査の
分析対象とした。回答者の属性等は表1に示す通りであ
るO
子育て意識 第l回調査の回答に基づいて，子育て感
情36項目の因子分析(重み付けのない最小二乗法，プロ
マックス回転)を行った結果， 5因子を抽出した(表2)。
第1因子は， r子どもの成長に，とても喜びを感じるj
「子どもを育てるのは楽しく，幸せなことだと思うJr自
分の子どもと遊ぶのは楽しいJr母親であることに充実
感を感じる」などの項目に因子負荷量が高く，子どもを
育てることの喜び，楽しさ，幸せ，充実を感じているこ
とから， r充実感」の因子と命名した。第2因子は， r自
分の子育てが，まちがっているのではないかと不安にな
るJr母親としてうまく対応できないときがあるJr育児
のことで心配なことがあるjなどの項目に高い因子負荷
量を示しており，子どもを育てることに対して不安を感
じていることから「不安感jの因子と命名した。第3因
子は， r子どもと離れたいと思うことがあるJr子どもに
まつわりつかれるのを，うるさく感じるJr子どもを育
てることを，負担に感じるjなどで因子負荷量が高く，
母親が子どもを育てることや子どもの存在に負担を感じ
ていることから「負担感」の因子と命名した。第4因子
は， r自分ひとりで子育てをしているように思うJr子育
表 1 回答者の属性と人数
子どもの人数
子育て学習室への参加経験
参加経験ありの者の年数
他の子育てサークルへの参加
経験
現在の住まいへの居住年数
家族形態
一人 130 (30.3%) 
複数 300 (69.7%) 
はじめて 196 (45.6%) 
経験あり 234 (54.4%) 
2年目 126 (56.0%) 
3年目以上 99 (44.0%) 
あり 225 (52.4%) 
なし 204 (47.6%) 
1年未満 35 ( 8.2%) 
1~3 年 107 (24.9%) 
3年以上 287 (66.9%) 
核家族 393 (91.4%) 
三世代同居 30 ( 7.0%) 
その他 7 ( 1.6%) 
注)無答は除いて集計しである
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表2 子育て感情の因子分析結果
因子
2 3 4 5 α係数
充実感
20子どもの成長に、とても喜びを感じる 77 .16 一.02 01 一.07 .79 
3 子どもを育てるのは楽しく、幸せなことだと思う 71 一.04 一ー05 0ー3 一.08
2 自分の子どもと遊ぶのは楽しい 66 .03 一.15 1 一.02
32母親であることに充実感を感じる 5ー4 一.00 一ー04 一.03 .18 
19子どもと一緒にいると気持ちが安らぐ 52 一.02 一.13 05 一.03
8 日々の生活の中で、子どもの育ちを実感するζとがよくある 52 .1 一.04 03 .05 
自分の子どもはかわいいと思う 5ー2 .04 0ー2 一ー06 一.00
21 自分の子どもだけでなく、他の子どものこともかわいいと思う 3ー8 一.08 .16 -.14 一.00
不安感
6 自分の子育てが、まちがっているのではないかと不安になる .08 .82 一ー09 一.00 0ー1 8ー0
5 母親としてうまく対応できないときがある -.01 .70 .1 一15 .02 
4 育児のことで心配なζとがある 12 .65 一.08 02 .04 
24子育てに自信がもてない 12 .63 .09 07 -.17 
22子どもとどう関わればよいのか、わからなくなることがある 一ー03 .49 2ー4 0ー5 一.06
23 同じ年頃の子ができていることを、自分の子どもができていないと不安になる 16 .4 .04 18 10 
7 子どものすることを、余裕を持って見るζとができる 27 一.40 .01 04 .0 
負担感
12子どもと離れたいと思うことがある 一ー07 。1 7ー6 一15 .00 .81 
1 子どもにまつわりつかれるのを、うるさく感じる 一14 .04 .62 一04 一.0
10子どもを育てることを、負担に感じる 一ー08 .06 .61 0ー5 .04 
16子育てで、自分はやりたいことができずに我慢していると思う 0ー5 .05 5ー9 .05 一.05
28育児をしている聞に、世の中から取り残されていくように思う 16 -.15 .56 26 一13
18子どものζとを考えるのがいやになるζとがある 一19 .18 .37 10 .04 
孤立感
34 自分ひとりで子育てをしているように思う 一05 .06 .06 76 .1 .76 
36子育てで悩んでも誰にも頼れないと思う 一19 .04 一.05 64 .08 
30子どもとばかりいて、孤立した感じがする 2ー2 一.05 3ー4 5ー9 一.08
29子育てをがんばっていることを、誰にもわかってもらえない 一.04 一ー03 2ー3 .58 0ー3
31 自分だけでなく、まわりの支えがあって子育てができていると思う 19 .12 .1 -.41 16 
35子どもだけが生きがいだと思う 0ー9 .03 -.1 .41 .09 
親としての成長感
26子育てをとおして、自分の視野が広くなると思う 09 一.0 一.04 1 日.77 27子育てによって、自分の活動範囲が広がっていると思う 一09 .08 一.14 04 25子育てによって自分自身も人間的に成長していると思う 一β1 -.15 0ー7 0ー4
9 閉じ年頃の子どもでも、育ち方はいろいろだと思う 27 一.02 。1 一08 .1 
33子育てをとおして、地域の人との関わりが深くなると思う 2ー4 .04 0ー7 一.22 .21 
17子育てで、イライラすることがよくある -.12 .45 3ー7 一.05 .10 
14今だけでなく、先の見通しを持って子育てをしている 09 一32 .12 05 15 
13子どもが、今どのような気持ちでいるのか、だいたいわかる .10 一.28 .10 一.06 .13 
15子どもならではの発想や、子ども独自の世界があることを感じる 2ー2 -.18 .31 一.25 .10 
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子育てサークルへの参加による子育て意識の変化
表 3 子育て意識の因子聞の相関
充実感 不安感 負担感
充実感
不安感 .26紳
負担感 .48権* .53爺指
孤立感 .32紳 .24指爺 .48権*
親としての成長感 .38" .14判 .23'権
社交的意識 .32紳 .21柿 .18" 
社会参加意識 .32" .04 .13紳
てで悩んで、も誰にも頼れないと思うJr子どもとばかり
いて，孤立した感じがするjなどで高い因子負荷量を示
し，母親が育児をしていることで孤立感を感じているこ
とから「孤立感」の因子と命名した。第5因子は， r子
育てをとおして，自分の視野が広くなると思うJr子育
てによって，自分の活動範囲が広がっていると思う」
「子育てによって自分自身も人間的に成長していると思
う」で高い因子負荷量を示し，母親自身の成長を感じて
いることから「親としての成長感」の因子と命名した。
第1因子「充実感jと第5因子「親としての成長感」は
子育てに対するポジテイブな感情，第2因子「不安感J，
第3因子「負担感jと第4因子「孤立感jは子育てに対
するネガテイブな感情ととらえ，それぞれの因子のみに
高い負荷量を示す項目の合計点を各因子の得点として用
いた。それぞれの因子の日係数は，表2に示す通りであ
る。
「杜交的意識jに関する 4項目 (r誰とでもすぐ親し
くなれるJ，r知らない人とでも積極的に話ができるJ，
「人の面倒を見るのが苦にならないJ，r育児や家庭のこ
とについて，他の人とおしゃべりするのが好きだJ)の
因子分析(重み付けのない最小二乗法)を行った結果，
当初想定したとおり 1因子構造をしており， r社交的意
識jを表すことが確認された。また， r社会参加意識」
に関する 4項目 (r幼稚園や小学校のPTA活動(役員な
ど)や子ども会活動に積極的に参加しようと思うJ，r将
来ボランテイアなど杜会のためになることをやってみた
いJ， r地域の行事などに参加したいJ，r親が子どもを育
てるのはもちろんだが地域で子どもの成長を支えていく
ことが大事だと思う J) も同様に， 1因子構造であるこ
とが確認された。日係数はそれぞれ.77，.68であり，以
下の分析にはそれぞれの項目の合計点を用いた。
なお，各因子の得点を用いて，子育て意識の各因子聞
の相関係数を求めたものが表3であるO ネガテイブな感
情である「不安感Jr負担感Jr孤立感」の因子間，ポジ
テイヴな感情・意識である「充実感Jr親としての成長
感Jr社交的意識Jr社会参加意識」の因子聞には相互に
弱い正の相聞が見られた。
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.23指爺
.2爺指 .32権*
.1指 .33'権 .43指爺
* * :p<.OI， * :p<.05 
活動後の子育て意識(第1回調査と第2回調査の比較分
析)
分析対象 第2回目調査の回答者361名のうち，回答
に大きな不備のある 2名を除いた359名の中で第 1回目
調査にも回答があった231名を分析対象とした。対象と
なった回答者の属性は表4の通りである。
子育て意識の変化子育て意識の各因子の得点につい
て，第1回調査と第2回調査の得点を比較したところ，
「不安感jにおいてのみ有意差があり，第 l回調査より
も第2回調査の方が平均値が低かった(表5)0 子育て
学習室の活動に参加することで，子育てに対する不安感
が減少していったことを示している。その他の因子の得
点においては，第1回調査と第2回調査の聞で有意な変
化は見られなかった。
参加理由と子育て意識の変化との関係子育て学習室
への参加理由について， 6つの選択肢から一つを選んで
もらった結果， r子どもの遊び仲間が欲しかったjとの
回答が128人と半数以上を占めていた。母親自身の参加
理由と考えられる「自分自身の話し相手や仲間が欲しかっ
たjは29人， r子育てについて学べると思ったjは19人
であった。それ以外に， r友人・知人に誘われたJ(34人)
や「なんとなくJ(10人)といった消極的な理由もあっ
表 4 分析者の属性と人数
子どもの人数
子育て学習室への参加経験
参加経験ありの者の年数
他の子育てサークルへの参加
経験
現在の住まいへの居住年数
家族形態
一人 73 (31.6%) 
複数 158 (68.4%) 
はじめて 107 (46.3%) 
経験あり 124 (53.7%) 
2年目 64 (52.9%) 
3年目以上 57 (47.1%) 
あり 121 (52.6%) 
なし 109 (47.4%) 
1年未満 20 ( 8.7%) 
1~3 年 56 (24.3%) 
3年以上 154 (67.0%) 
核家族 209 (90.5%) 
三世代同居 16 ( 6.9%) 
その他 6 ( 2.6%) 
注)無答は除いて集計しである
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表5 子育て意識の各因子ごとの平均値
充実感 不安感 負担感 孤立感 親としての 社交的意識 社会参加意識成長感
(N=228) (N=228) (N=226) (N=227) (N=228) (N=226) (N=231) 
第1回調査 28.96 (2.76) 18.21 (4.02) 12.90 (3.87) 9.85 (2.93) 10.28 (1.72) 11.64 (2.50) 11.84 (2.16) 
第2回調査 28.86 (2.86) 17.65 (4.36) 12.81 (3.62) 9.68 (2.73) 10.39 (1.61) 11.58 (2.45) 11.66 (2.03) 
t検定結果 n.S. t=2.43* n.S n.S. n.S n.S n.S. 
( ) :SD， * :p<.05 
表6 参加理由別の子育て意識の各因子ごとの平均値
充実感 不安感 負担感
自分の仲間 第1回 29.25 (1.71) 18.36 (3.81) 13.30 (3.28) 
第2回 29.29 (2.49) 17.25 (3.91) 11.63 (3.26) 
N 28 28 27 
子どもの仲間第1回 29.19 (2.42) 17.85 (4.00) 12.83 (3.86) 
第2回 29.14 (2.65) 17.60 (4.41) 13.11 (3.51) 
N 128 127 128 
子育ての学び第1回 29.11 (3.45) 18.05 (4.36) 11.89 (3.86) 
第2回 28.42 (3.66) 16.53 (5.02) 11.21 (3.61) 
N 19 19 19 
消極的な理由第1回 27.65 (3.68) 19.26 (4.01) 13.56 (4.26) 
第2回 27.58 (3.16) 18.44 (4.12) 13.44 (4.10) 
N 43 43 43 
分散分析結果
参加理由 F=4.21* n.S. n.s. 
調査時期 n.S. F=9.87** F=4.13* 
交互作用 n.S. n.S. F=3.17* 
た。「子育てについて不安があった」と回答した者は I
人だけであったので分析から除外し， これらの参加理由
と子育て意識の変化との関係を見たものが表6である O
参加理由と調査時期の2要因分散分析を行ったところ，
「負担感j因子においてのみ参加理由と調査時期の交互
作用が有意であり， r自分自身の話し相手や仲間が欲し
かった」とする参加理由の者において，負担感が有意に
低下していたことが示された。
参加状況と子育て意識の変化の関係 第2回調査で，
活動への参加の状況を尋ねた10項目について因子分析
(重み付けのない最小二乗法 ブロマックス回転)を行
い， 2因子を抽出 した (表7)0 第I因子は 「自分から
アイデアを出すなど，積極的に活動にかかわったJr他
のメンバーと相談しながら活動を進めていくことができ
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10.86 (2.66) 10.38 (1.57) 11.89 (2.47) 12.90 (1.99) 
10.39 (2.71) 10.79 (1.35) 12.32 (2.20) 12.48 (1.99) 
28 29 28 29 
9.69 (2.78) 10.17 (1.83) 11.47 (2.49) 11.59 (1.98) 
9.69 (2.76) 10.24 (1.73) 11.31 (2.30) 11.47 (1.86) 
127 125 126 128 
8.84 (3.15) 10.58 (1.87) 12.11 (2.03) 12.79 (1.75) 
8.47 (2.59) 11.11 (1.20) 11.83 (2.23) 12.32 (2.19) 
19 19 18 19 
10.20 (3.22) 10.25 (1.50) 11.52 (2.72) 11.18 (2.51) 
9.80 (2.82) 10.18 (1.53) 11.32 (2.82) 11.25 (2.28) 
44 44 44 44 
F=2.57+ n.S n.s. F=5.43** 
n.S n.S n.s. n.s. 
n.S. n.s. n.S. n.S. 
( ):5D， **:pく01，*:pく.05，+ーpく10
自分の仲間 :自分自身の話し相手や仲間が欲しかった
子どもの仲間 :子どもの遊び仲間が欲しかった
子育ての学び :子育てについて学べると思った
j肖僅的な理由 :友人・知人に誘われた，なんとなく
た」などの項目で因子負荷量が高く，子育てサークルの
活動に対して積極的に関わっている様子から 「積極的な
参加jと命名した。第2因子は 「他のメンバーに，気を
つかう ことが多かったJr集団で活動するのは大変なこ
とが多いと感じたjなどの項目で因子負荷量が高く ，活
動へ参加することで気苦労を感じていることから 「気遣
いのある参加jと命名したor積極的な参加」 の因子に
高い負荷量を示した6項目と 「気遣いのある参加jの因
子に高い負荷量を示した4項目の合計点を各因子の得点
としたO
参加状況の2因子と子育て意識の各因子ごとの変化得
点 (第2回調査から第 1回調査の得点をヲ|いた得点)と
の相関係数を算出した結果， r積極的な参加jと 「充実
感」の聞に有意な正の相聞がみられ，サークル活動に対
子育てサークルへの参加による子育て意識の変化
表7 参加傾向の因子分析結果
因子
2 α係数
積極的な参加
2 自分からアイデアを出すなど、積極的に活動にかかわった
3 他のメンバーと相談しながら活動を進めていくことができた
4 次はこんな活動をしたい、と思ったことがある
91 
.64 
.62 
.18 .75 
.06 
一.05
8 言われたことはするが、自分から動くことはなかった
5 ほとんどの活動に参加した
-.49 
.40 
.22 
一.02
1 子育て学習室に楽しく参加することができた 38 一.30
気遣いのある参加
10他のメンバーに、気をつかうことが多かった .06 .68 
9 集団で活動するのは大変なことが多いと感じた 一.06
7 他のメンバーと意見が合わず、気まずい思いをした 09 
6 自分たちで活動内容を考えたり、準備をしたりするのは負担だと -.14 団
して積極的な参加をするほど子育てに対する充実感が高
くなる傾向が示された (表8)。
活動後の評価と子育て意識の変化との関係 子育てサー
クルの活動後の評価として 参加してみて特に感じるこ
とを 3つまで選んで、もらった結果をみると， I自分の話
し相手や子育て仲間ができたjが最も多く 157人で，次
いで 「子どもの遊び仲間ができた」が138人， I自分自身
がリフレッシュできたjが100人， I子育てについて学ぶ
ことができたjが54人， I子どものことに関して家庭で
話すことが増えたjが29人となっていた。否定的な評価
をしている者は少なく，最も多い回答で， I人間関係が
かえってわずらわしくなった」が4人にすぎなかった。
活動後の評価と子育て意識の変化との関係を検討する
ために，各評価項目を選択した者としなかった者との間
の子育て意識の変化を比較した。 「充実感」において，
「自分の話し相手や子育て仲間ができた」との評価と調
査時期との交互作用が有意であり (F(l，226)=9.62， pく
.01) ，そのような評価をしなかった者で 「充実感j得点
表8 参加状況と子育て意識の変化との相関
積極的な参加 気遣いのある参加
気遣いのある参加 一12
充実感 22 * .02 
不安感 一02 .13 
負担感 一09 .10 
孤立感 一12 .12 
親としての成長感 06 一.02
社交的意識 12 .03 
社会参加意識 09 .02 
**:pく.01
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が低下していた (平均値は第 I回調査で28.68，第2回
調査で27.96)0 また， I親としての成長感」において
「子どものことに関して家庭で話すことが増えたjとの
評価 と調査時 期 の交 互作 用が有意であり (F 
0，226)=10.72， pく.01)，そのような評価をした者で 「親
としての充実感」得点が上昇していた (平均値は，第 I
回調査で9.79，第2回調査で10.86)。
考察
本研究の主たる目的は，母親の子育てに関する意識を
ネガテイヴな感情だけでなくポジテイヴな側面をも含め
て扱い，サークル活動に参加することで母親の子育て意
識に変化があるのかどうかを捉え， 子育てサークルの効
果について検討することであった。子育て意識の 「不安
感」において，第 l回調査よりも第2回調査の方が有意
に低くなっていた。このことは， 子育てサークルへの参
加が子育て不安を軽減するという従来から指摘されてい
た効果を部分的に確認するものである O 他のサークルに
も同時に参加している者や対象となった子育てサークル
に長期間継続的に参加している者が対象者に含まれてい
ることや，サークルに参加していない者との直接の比較
を行っていないことなど，いくつかの考慮すべき点はあ
るが，子育て意識の変化を捉えることで，子育てサーク
ルへの参加による 「不安感jの軽減の効果を実証したも
のと言えるO
この 「不安感」は，乳幼児との接触経験に乏しく， 子
どものことを知らなかったり ，子育てのやり方がわから
ないといったことが関連していると考えられるが，子育
てサークルに参加することで，参加者は，様々な子ども
の姿や子どもに関わる母親たちの様子にふれ，それらの
姿を参考にしながら子育て経験の幅を広げたり， 子ども
への理解を深めたりすることで不安軽減へとつながって
横川和章
いったのであろう。また継続して活動に参加し，母親同
士のコミュニケーションが取れるようになることで，同
じ母親としての立場で子育てに関する話をする機会が増
えてくることも，不安感の軽減には大きな役割を担って
いるのではないかと思われるO
子育て意識のその他の因子については有意な差は見ら
れておらず，子育てサークlレへの参加が子育て意識の多
様な側面に影響しているわけではなかった。その点では，
サークルに参加すること自体の効果は，ある程度限られ
たものであると言え，後述するような参加のあり方など
によってその効呆が異なってくるとも考えられる O
サークルへの参加理由としては， I子どもの遊び仲間
が欲しかったからjという子どものための理由が最も多
かった。参加理由をひとつに限定しての回答であったこ
とも関係しているであろうが，子どものためにと思って
いる参加者が多いことを示している。しかし，子育て意
識の変化との関連を見ると， I自分自身の話し相手や仲
間が欲しかった」という参加理由をあげている母親にお
いて，子育てに対する「負担感jが有意に低くなってい
た。すなわち，自分自身の仲間づくりをめざして参加し
た母親にとっては，子育てサークルに参加することを通
して「負担感jというネガテイヴな感情を軽減する働き
を持っていたと言える。
サークル活動への参加状況との関連では，積極的な参
加傾向を示すほど， I充実感」が高くなる傾向が確認さ
れた。自らアイデアを出したり，他の母親たちと相談し
たりしながら積極的に参加するほど，子育てに対する楽
しさを感じる機会が多くあり，充実感が高くなることに
つながったのだと考えられる O 結城 (2001)は，サーク
ル活動を他のメンバーとの共同作業と考え積極的に関わ
ろうとする「協同性志向」の強いメンバーほど自身のプ
ラスの変化を感じていることを報告しているが，子育て
意識の変化においても，活動への参加のあり方が同様の
意味を持っていたことを示している。メンバーとのコミュ
ニケーションがうまく取れたかどうか，活動の中で自分
を出せていたかどうかなど，ただ単にサークlレ活動に参
加するだけではなくどのように参加できていたかが，母
親の子育て意識をポジテイブな方向へ変化させることに
影響していると考えられる。
活動後の評価としては，遊び仲間ができたといった子
どものことはもちろんであるが，母親自身に対する効果
も多くの参加者が感じていた。これは，従来の研究でも
指摘されていたことである。子育て意識との関連では，
「子どものことに関して家庭で話すことが増えた」と活
動を評価した母親は， I親としての成長感jが有意に高
くなっていたことが示されている。子育てサークルでの
活動が家庭での生活につながっていくことで，より肯定
的な方向への子育て意識の変化が促される可能性が示唆
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されるO
本研究では，子育てサークルに参加することで母親の
子育てに対する不安感が軽減されることを実証的に示し
た。加えて，自分自身の仲間づくりをめざした参加者に
おいては負担感の軽減につながっていることや，参加者
自身がサークル活動に積極的に関わることで充実感が増
すことなどの肯定的な変化につながっているという結果
を得ることができた。このような結果から，子育てサー
クルへの参加は，参加者に望ましい方向への子育て意識
の変化を促す効果を持っていると言えるであろう。
本研究の結果からも，子育ての不安を助長する環境か
ら母親たちを一歩踏み出させる場として，子育てサーク
ルの果たす意味は大きいと思われる。各自治体が子育て
サークルの育成を援助し，地域全体で子育てを支援しよ
うとする方向は歓迎されることである。子育てサークル
への参加の効果をより高めていくためにも，何気ないお
しゃべりや子育ての話が気軽にできる仲間と出会える場
にしていくことや，同じ母親としての立場で一緒に活動
をつくっていこうとする雰囲気を持つサークルにしてい
くことが，母親の仲間づくりや積極的な参加を促す上で
も大切になってくるのではないかと思われる。
本研究では，行政から財政的支援を受けながら，参加
者が主体となって運営している子育てサークルを対象と
した。沼田 (2004)は，子育てサークルの形態によって
もその効果が異なることを示唆しているが，その点では，
本研究の知見は限定的なものであるかもしれない。また，
本研究では，個々の運営の状況や活動内容にまで詳しく
踏み込んで検証してはいない。自主的な運営であるので，
サークルごとに活動状況に違いがあるのは確かであり，
そのことによって参加者の子育て意識の変化に差がある
ことも考えられる。より的確な支援を探るためにも，活
動状況を詳しく把握し，個々のサークルごとに効果を検
証していくことも必要であろう O
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